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業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成 12年 5月 18 日の決算発表時に公表した業
績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。

記

1. 13年 3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日～平成 12年 9月 30日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 経 常 利 益 当期純利益

前 回 発 表 予 想　（A）
(平成 12年 5月 18日発表) 56,500 4,600 2,500

今 回 修 正 予 想　（B） 59,000 5,700 3,100

増　　減　　額　（B－A） 2,500 1,100 600

　 増　　 減 　　率 4.4 23.9 24.0

前期 (平成 11年 9月中間期)実績 51,958 4,744 2,557

前年同期比増減率 13.6 20.2 21.2

2. 13年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 経 常 利 益 当期純利益
前 回 発 表 予 想　（A）
(平成 12年 5月 18日発表)

117,000 10,000 5,400

今 回 修 正 予 想　（B） 120,000 11,500 6,200

増　　減　　額　（B－A） 3,000 1,500 800

　 増　　 減 　　率 2.6 15.0 14.8

前期 (平成 12年 3月期) 実績 106,246 9,091 2,926

前期比増減率 12.9 26.5 111.9



3. 13年 3月期単独中間業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日～平成 12年 9月 30日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 経 常 利 益 当期純利益

前 回 発 表 予 想　（A）
(平成 12年 5月 18日発表) 54,000 3,500 1,850

今 回 修 正 予 想　（B） 56,700 4,500 2,450

増　　減　　額　（B－A） 2,700 1,000 600

　 増　　 減 　　率 5.0 28.6 32.4

前期 (平成 11年 9月中間期)実績 49,447 3,614 2,071

前年同期比増減率 14.7 24.5 18.3

4. 13年 3月期単独通期業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 経 常 利 益 当期純利益

前 回 発 表 予 想　（A）
(平成 12年 5月 18日発表)

112,000 7,300 3,900

今 回 修 正 予 想　（B） 116,000 9,000 4,900

増　　減　　額　（B－A） 4,000 1,700 1,000

　 増　　 減 　　率 3.6 23.3 25.6

前期 (平成 12年 3月期) 実績 101,498 6,560 1,921

前期比増減率 14.3 37.2 155.1

5. 修正の理由
　当期は、携帯電話、パソコン、デジタルカメラ等情報通信関連機器市場の拡大

および猛暑によるエアコン向けの好調な需要により、主力のアルミ電解コンデン

サ及びタンタル電解コンデンサの売上が増加する見込であります。利益につきま

しては、増産効果ならびに合理化、省力化および NPS（Nichicon Profit System）
運動の徹底、アルミ電極箔の内製化の更なる推進等によるコスト削減の効果が、

設備投資の増加による減価償却費の増加（通期で連結約 3,600 百万円、単独約
1,200百万円の増加）を吸収し、利益率が改善できる見込のため、前回発表の連結
の中間業績および通期業績、単独の中間業績および通期業績の予想数値を修正い

たします。

　なお、為替レートは 1US＄＝105円を前提としております。

（注）

　上記の連結および単独の中間期および通期の業績予想につきましては、現時点において

得られた情報に基づいて算出したものでありますので、今後の業況の変化その他の要因に

より、実際の業績は上記業績予想と異なることがあり得ますことをご承知おき下さい。

以　　上


